
Contents
▶夏の定例会（６月定例会・行政報告）   P2-4
▶ 一般質問（４名）   P5-8
▶ 審議結果（６月定例会）  P9-10
▶ その他採決結果  P11
▶議会日誌・あとがき   P12

雄武町議会が YouTube で
見られるようになりました

No. 185  令和 5 年 8 月号No. 185  令和 5 年 8 月号

大きなアクビ！伸びるキタキツネ（幌内）

Contents
▶夏の定例会（６月定例会・行政報告）   P2-4
▶ 一般質問（４名）   P5-8
▶ 審議結果（６月定例会）  P9-10
▶ その他採決結果  P11
▶議会日誌・あとがき   P12

雄武町議会が YouTube で
見られるようになりました

No. 185  令和 5 年 8 月号No. 185  令和 5 年 8 月号

大きなアクビ！伸びるキタキツネ（幌内）



おうむ議会だより　第 185 号
   2023. 8 発行 2

夏 の 定 例　会 報 告
◎
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
見
込

額
に
つ
い
て

一
般
会
計
歳
入

　

75
億
３
２
８
１
万
２
千
円

一
般
会
計
歳
出

　

70
億
８
０
１
８
万
３
千
円

◎
懸
案
事
項
に
お
け
る
要
望
活
動

に
つ
い
て

・
西
紋
別
地
区
総
合
開
発
期
成
会

▼
一
般
国
道

238
号
（
雄
武
町

上
沢
木
～
川
尻
）
防
雪
対
策

事
業
の
促
進
に
つ
い
て　

ほ

か
10
件

・
高
規
格
道
路
旭
川
・
紋
別
自
動

車
道
早
期
建
設
促
進
期
成
会

▼
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化

対
策
に
必
要
な
予
算
・
財
源

の
確
保
と
計
画
的
な
事
業
の

推
進　

ほ
か
３
件

◎
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の

医
師
に
つ
い
て

　
昨
年
５
月
か
ら
常
勤
医
師
が
一

人
体
制
で
し
た
が
、
今
年
４
月
よ

り
秀
毛
内
科
医
長
が
着
任
し
診
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
秀
毛
医
師

に
つ
き
ま
し
て
は
本
年
度
末
ま
で

と
い
う
契
約
で
す
。
そ
の
先
に
つ

い
て
は
、
３
年
前
か
ら
交
流
が
あ

り
ま
し
た
東
京
の
順
天
堂
大
学
病

院
の
准
教
授
か
ら
、
来
年
の
９
月

か
ら
12
月
の
間
に
小
児
科
、
内
科

の
診
察
が
で
き
る
医
師
を
定
期
的

に
派
遣
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
８
月

21
、
22
日
の
２
日
間
、
そ
の
准
教

授
が
雄
武
町
国
保
病
院
の
診
察
も

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
准

教
授
が
来
ら
れ
た
際
に
は
国
保
病

院
運
営
委
員
会
と
も
懇
談
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
今
後
、
医
療
従
事
者
と
の
連
携

等
、
大
学
の
部
分
も
含
め
て
交
流

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
病
院
の
経
営
改
革
を

図
る
上
で
い
ろ
い
ろ
な
人
の
手
を

借
り
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
医
師

確
保
も
あ
り
ま
す
が
、
経
営
改
革

も
同
時
に
推
し
進
め
て
い
き
た
い

と
い
う
考
え
で
す
。

　

将
来
は
順
天
堂
大
学
と
医
療
連

携
を
図
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

行 

政 

報 

告
（
石
井
町
長
）

6 月 8 日

行 政 報 告 等 に か かる質 疑 応 答

●町政懇談会について●

嶋村　参集範囲が自治会長宛てと聞いたが、従来の
自治会長会議ではなく町政懇談会とした理由は。
総務課長　町長が議会で「まちづくりに関する町民と
の懇談会を５月に開催する」と答弁したことを受けた
もの。
　参集範囲は町の課題や地域の課題が見えてくるだ
ろうとの趣旨で自治会長とし、５月 25 日に町政懇談
会を開催した。

●雄武町政策公募について●
嶋村　政策公募に応募が３件あったと聞いた。政策
提案の概要は。
財務企画課長　全天候型の焼き床（BBQ）施設の建
設、全天候型の公園の整備、人口石油 ( ※ ) の製造の
３件です。

(※ ) 人工石油
　特殊な光触媒を用いて、水と大気中の CO2 から
ラジカル水（化学反応を起こしやすい活性化水）を作り、
ラジカル水に大気中の CO2 と種油（軽油、重油、灯
油など）を反応させることで、種油と同じ組成である
合成燃料を連続的に生成することができる。（種油は、
初回のみ鋳型として使用するだけで、2 回目以降は合成燃料
を種油の代わりとして使用できる。）
　この合成燃料は大気中の CO2 を炭素源として生
成されることから、化石燃料と違ってカーボンニュー
トラルな燃料として期待されている。
　大阪府、大阪市、大阪商工会議所で構成する「実
証事業推進チーム大阪」「サステイナブルエネルギー
開発株式会社（仙台市）」が実施する実証実験を支
援しており、令和５年１月には発電システムの構築に
向けた人工石油の実証実験を大阪市で実施した。
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夏 の 定 例　会 報 告
６月８～９日（２日間）

●行政報告（町長）
●行政事務報告（副町長）
●教育行政報告（教育長）
●一般質問（４名）
●報告５件

●ふるさと納税について●

嶋村　今年度実績が２か月で 1281件減少して
いる。原因の分析は。
財務企画課長　減少の要因ははっきりしている。
返礼品として人気のあるホタテの玉冷が、寄附の
増加により在庫が少なくなっていた。加えて４月５
月は例年、漁場造成の原貝のフレークを出してい
たが、今年は漁獲量が減少している。
　５月下旬から徐々に在庫が確保できており、今
年からふるさと納税のためにフレークの返礼品を出
してくれる水産加工場も増えたことから、６月中に
は令和４年度の寄附額を超えていけると思う。

遠藤　前年度対比１億７千万円増、担当者も一生
懸命された結果と思う。増額の理由と今後の目標
金額は。
財務企画課長　令和４年８月１日から「ふるな
び」、10 月 17 日から「ふるさと本舗」を開設し
た。特に「ふるなび」については 8 か月で寄附件
数 3569 件の皆増、寄附金額 4672 万１千円の皆
増となった。開設は非常に効果的だったと思う。返
礼品の数も増やし、現在は 188 種類となっている。
魅力的な返礼品を事業者の協力により作っている。
　昨年はコストパフォーマンスの高いホタテフレー
クの玉冷が大人気となっており、どれを出してもす
ぐ全国ランキングの上位になり、すぐに品切れると
いう状態が続いた。
　また訳ありホタテはこれまで１キログラムの袋か
500 グラムの袋に入れていたものを、300 グラム
ずつ小分けにして出したところ、都会の寄附者の
ニーズに合致して大ヒットの返礼品になり、寄附額
の大きな増額に貢献していただいた。他にも加工
協傘下の水産加工場さんにはホタテ関係の人気返
礼品を確保していただき、今回、５億円の寄附に
つながったと思っている。
　今年度当初予算額では３億円で計上しているが、
財務企画課では７億円以上と目標を設定して、寄
附額増加につなげていきたい。

●町営住宅の管理状況について●

遠藤　町営住宅の空き家戸数が54戸とちょっと
多くなってきている。漁師の方から「稚貝時期に
町外から来た方が短期で入居できないか」という
話も聞いている。
　以前、課長が「入居者の人気がないところを別
の用途で使用できる制度を検討する」と答弁した
が、どのような進捗状況か。
税財管理課長　年々空き室は増えてきている。令
和５年５月末で入居率は 80.4％。現在、公営住
宅の目的外使用の承認を受ける検討をしている。
本来は所得が少なく、民間住宅に入れない方に入
居いただくのが公営住宅の役割。本来の入居対象
者の入居が阻害されない範囲内で、地域の実情に
応じた弾力的な活用を実施することができる内容
で、最終的には北海道開発局の承認を得る。
　家賃、期間更新など要綱整備も別途必要になっ
てくる。

審議内容

●各会計補正予算２件
●条例改正１件
●その他議案４件
●委員選任１件
●委員任命 10 件

次ページにつ づく

☆ 2022 年ふるさとチョイス ☆

イカ・タコ・ウニ部門で雄武のウニが
人気ランキング１位になりました！

↓
次
は
　
夏
の
定
例
会
報
告
つ
づ
き
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●医師問題について●

佐藤　順天堂大学との契約で小児科と内科の医師
が来るなら町にとって喜ばしいこと。研究室など
諸経費込みの費用などは詰められているのか。総
合診療可能な消化器医師なのか。派遣される医師
は年単位で交代になるのか。
　最終的に石井町長が考えている順天堂大学との
契約に関して、総務課長なり国保病院の事務方な
りがどこまで把握しているのか。
町長　順天堂大学は来年の９月からという大枠で
多少は話しているが、詳細についてはまだ決めて
いない。派遣することだけは一応内諾は得ている。
基本的には小児科と内科の診察ができる先生をお
願いしていきたい。最低２年で長くて３年、１年
交代ということには当然ならない。日直・当直をし
て頂ける了解は得ている。
　契約関係は事務長とは大枠でしか話しておらず、
契約の中身までは伝えていない。８月 21 日に来
雄される准教授がスポット診察されるということで、
懇談も行いたい。

●高齢者等入浴優待券について●

栁原　令和４年度交付決定者数566人となって
いるが、例年同様なのか。
福祉給付課長　利用率については大きく変わって
いない。今後はコロナ明けでバスも定期的に走ら
せるようにしており、またハイヤーの交付券も増や
しているので、利用者も少しずつ増えてくると思う。

●ヒグマの出没について●

栁原　広報にも行政事務報告にもヒグマ情報が出
てこない。町としてヒグマ情報をどのように周知
する予定か。
　ヒグマの看板に「いつ出没した」という日付等
が書いていないが、今後検討する考えはあるのか。
産業振興課長　ヒグマ情報は広報等で定期的に掲
載しているほか、随時町のホームページで公開して
おり、緊急情報のページで地図と一緒に載せてい
る。
　民家に比較的近くて危険な１箇所の看板には、
目撃情報の日付を記載している。

●ゴミ処理実績について●

佐藤　行政事務報告を見ると、着実にゴミの量が
減ってきている印象を受ける。分析は行っている
のか。
住民生活課長　昨年 11 月、プラゴミの分別方法な
どを改めて周知する内容の広報チラシ折込を行っ
た。周知も減少化に大きくつながっている。プラゴ
ミが増えて燃やせないゴミが減っている状況。
　西紋別地区の広域搬入も改めてゴミの分別に対
する意識づけにつながっているのではないかと判
断している。

行 政 報 告 等 に か かる質 疑 応 答

(※ ) 令和４年度ゴミ処理実績　※（）内は前年度対比

ストックヤード（生ごみ） ２６３．３ｔ ( ＋　　０．６ｔ )

ストックヤード（資源ごみ） ２９７．３ｔ ( ＋　１９．２ｔ )

最終処分場（可燃ごみ） ２７９．５ｔ ( －１０３．１ｔ )

最終処分場（不燃ごみ） ３８２．２ｔ ( －　３９．１ｔ )

西紋別地区広域ごみ処理センター １１９．８ｔ ( ＋１１９．８ｔ )

計 １，３４２．１ｔ ( －　　２．６ｔ )

(※ )ヒグマ出没（令和５年 7月21日現在）
　雄武町ホームページから確認できます。

クマ出没情報
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一 般 質 問

療
養
及
び
緩
和
ケ
ア
の
患
者
、
な
ぜ
入
院
を
断
ら
れ
る
の
か

急
性
期
病
床
の
制
約
あ
り
、
長
期
入
院
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
（
町
長
）

雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院

に
つ
い
て

　
４
月
８
日
に
平
岡
医
師
を
招

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
100
名
を
超
え
る
来
場
者
で

町
民
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
退
職
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
は
平
岡
医
師
よ
り
具
体
的
な
説

明
が
あ
り
、石
井
町
長
が
こ
の
間
、

議
会
で
発
言
さ
れ
た
内
容
と
相
違

点
が
あ
り
ま
す
。
病
院
長
の
法
律

違
反
行
為
を
令
和
４
年
１
月
30
日

に
町
長
に
直
接
伝
え
た
と
い
う
の

は
事
実
で
す
か
。

町
長
　
そ
れ
は
事
実
で
す
。

　
令
和
４
年
２
月
１
日
、
町
長

宅
に
呼
び
出
さ
れ
雇
止
め
を
通
告

さ
れ
た
の
は
事
実
で
す
か
。

町
長
　
院
長
と
の
話
の
中
で
６
か

月
延
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
私

は
そ
の
６
か
月
の
中
で
な
ん
と
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
叶
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
時
、
町
長
か
ら
病
院
長

を
告
発
す
る
の
を
待
っ
て
欲
し
い

と
言
わ
れ
た
の
は
事
実
で
す
か
。

町
長
　
事
実
で
す
。
平
岡
医
師
は

す
ぐ
に
院
長
を
辞
め
さ
せ
る
よ
う

執
拗
に
迫
っ
て
き
た
が
、
事
実
確

認
が
必
要
な
の
で
、
少
し
時
間
を

い
た
だ
き
た
い
と
言
っ
た
。

　
平
岡
医
師
の
話
で
は
２
週
間

ほ
ど
待
っ
た
が
進
展
が
な
い
の
で

告
発
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。結
果
、

平
岡
医
師
は
令
和
４
年
５
月
７
日

雇
止
め
で
退
職
し
た
わ
け
で
す
。

一
連
の
流
れ
を
見
る
と
町
長
の
意

向
に
反
し
告
発
し
た
の
で
雇
止
め

に
し
た
と
町
民
は
理
解
し
て
ま
す

が
、
反
論
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長
　
私
は
全
然
そ
う
い
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
期
間
を
２

か
月
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は

あ
く
ま
で
平
岡
医
師
の
方
か
ら
の

申
し
出
で
あ
っ
て
、
私
の
方
か
ら

辞
め
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
こ
と

は
な
い
で
す
。
残
念
で
す
。

　
石
井
町
長
の
答
弁
の
変
遷
を

見
て
い
く
と
以
下
の
と
お
り
で

す
。
４
月
７
日
全
員
協
議
会
、
病

院
長
の
決
裁
が
お
り
な
い
の
で
退

職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
４
月
15

日
道
新
記
事
、
契
約
更
新
に
向
け

説
得
を
続
け
た
が
２
か
月
の
延
長

に
と
ど
ま
っ
た
。
６
月
定
例
会
答

弁
、
平
岡
医
師
か
ら
２
か
月
と
い

う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
自
己
都

合
に
よ
る
退
職
と
思
っ
て
い
る
、

本
人
の
意
向
を
尊
重
し
た
だ
け
で

あ
り
雇
止
め
で
は
な
い
。
７
月
臨

時
会
答
弁
で
は
雇
止
め
を
認
め

る
。
と
大
き
く
変
遷
し
て
お
り
、

町
民
の
不
信
感
を
ま
す
ま
す
増
幅

さ
せ
て
い
る
。

町
長
　
平
岡
医
師
が
告
発
し
た
関

係
で
、
病
院
長
と
も
全
く
そ
り
が

合
わ
ず
、
再
契
約
と
い
う
部
分
に

は
至
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
い

ら
れ
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
２
次
・
３
次
病
院
で
高
度
治

療
を
受
け
て
雄
武
に
戻
っ
て
く
る

患
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
な
い
の

で
は
。
そ
う
い
っ
た
町
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
国
保
病

院
は
存
在
意
義
が
な
い
の
で
は
。

病
院
事
務
長
　
一
概
に
療
養
病
床

に
す
る
と
い
う
こ
と
は
更
な
る
病

院
経
営
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
非
常
に
慎
重
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

※
そ
の
他
、
国
の
技
能
実
習
制
度
の
大

幅
な
変
更
が
予
想
さ
れ
、今
後
、永
住・

家
族
帯
同
居
住
に
向
け

た
町
の
考
え
を
伺
い
ま

し
た
。

↖　議会動画配信（一般質問）は QR コードからアクセスできます

う
こ
と
で
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
り

ま
す
。

　
国
保
病
院
の
入
院
病
床
25
床

す
べ
て
が
急
性
期
一
般
病
床
で
、

残
念
な
が
ら
療
養
及
び
緩
和
ケ

ア
の
患
者
が
入
院
を
断
ら
れ
て
興

部
・
紋
別
等
他
の
市
町
村
に
入
院

せ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
が
あ
る
が
、

石
井
町
長
は
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長
　
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
年
間
４

～
５
人
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
ぜ
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の

で
す
か
。
町
民
が
町
の
国
保
病
院

に
入
院
し
た
い
の
に
、
な
ぜ
断
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

そ
の
原
因
は
何
で
す
か
。

町
長
　
制
度
上
、
急
性
期
病
床

に
は
21
日
間
と
い
う
基
本
的
制

約
が
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
長
期

入
院
と
な
る
と
現
実
的
に
無
理

だ
と
い
う
こ
と
で
、
受
け
入
れ

嶋
し ま む ら

村 義
よ し ふ み

文 議員

↓
次
は
　
　
一
　
般
　
質
　
問
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藻
場
造
成
な
ど
含
め
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
対
策
を
ど
う
考
え
る
か

関
係
機
関
と
連
携
し
て
調
査
実
施
、
総
合
的
に
取
り
組
む
（
産
業
振
興
課
長
）

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
つ
い
て

　
２
０
２
３
年
は
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
年
と
な
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な

る
深
化
、
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い

る
が
、
住
民
参
加
型
の
支
え
る
医

療
を
実
現
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
道
新
記
事
で
「
北
見
勤

医
協
病
院
の
菊
地
医
師
が
、
高
齢

者
が
望
む
最
期
を
実
現
す
る
に
は

地
域
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
計
画
策
定
に

つ
い
て
基
本
的
な
町
の
考
え
方
は
。

福
祉
給
付
課
長
　
介
護
保
険
事
業

計
画
は
、
介
護
保
険
法
に
お
け
る

国
が
定
め
る
基
本
方
針
に
則
し
、

市
町
村
が
３
年
を
１
期
と
す
る
計

画
を
定
め
る
も
の
で
す
。
地
域
包

括
ケ
ア
の
さ
ら
な
る
深
化
推
進
と

い
う
部
分
は
、
国
の
基
本
方
針
が

本
年
７
月
頃
に
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

中
核
的
な
基
盤
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
り
、
住
民
が
地
域
づ
く
り
や

日
常
生
活
の
自
立
に
向
け
た
支
援

を
担
う
主
体
と
し
て
関
連
す
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
支

え
る
医
療
、
ケ
ア
や
予
防
医
療
と

い
う
部
分
で
も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
の
計
画
的
な
整
備
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
町
と
し
て
国
の
基

本
方
針
に
示
さ
れ
る
内
容
や
北
海

道
が
策
定
す
る
介
護
保
険
事
業
支

援
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、

本
町
の
実
情
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

雄
武
町
と
し
て
の
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
向
け
、
北
海
道
が
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
中

で
も
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
比
較
的

新
し
い
分
野
で
あ
り
、
十
分
な
理

解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す

が
、
雄
武
町
と
し
て
藻
場
造
成
な

議会動画配信（一般質問）は QR コードからアクセスできます　↗

ど
を
含
め
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
対
策

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長
　
町
と
し
て
も

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
効
果
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
上

で
無
視
で
き
な
い
も
の
で
す
。
雄

武
町
も
以
前
よ
り
囲
い
礁
や
藻
場

造
成
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
元
稲
府
漁
港
で
は

本
年
度
か
ら
昆
布
を
対
象
と
し
て
、

北
海
道
開
発
局
及
び
寒
地
土
木
研

究
所
の
連
携
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
、

固
定
効
果
に
つ
い
て
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
、
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
小
中
学
生
の
視
力
低
下

の
調
査
と
対
策
に
つ
い
て

　
文
科
省
が
２
０
２
１
年
に
公

表
し
た
学
校
保
健
統
計
調
査
に
よ

る
と
、
裸
眼
視
力
が
過
去
最
悪
を

更
新
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

で
は
、
町
内
の
小
中
学
生
の
視
力

検
査
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い
ま

す
か
。

教
育
長
　
児
童
生
徒
の
視
力
検
査

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
は
情

報
共
有
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
学

校
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
裸
眼
視

力
１
・
０
未
満
の
児
童
生
徒
の
割

合
は
小
学
生
が
46
・
19
％
、
中
学

生
が
49
・
42
％
で
し
た
。

　
予
想
以
上
に
悪
い
数
字
だ
と

思
う
。
視
力
低
下
の
原
因
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

多
用
が
大
き
な
要
因
で
す
。
視
力

低
下
や
子
ど
も
の
近
視
は
、
若
い

頃
か
ら
の
目
の
使
い
過
ぎ
に
よ
っ

て
眼
球
が
伸
び
て
し
ま
う
軸
性
近

視
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
れ
が

原
因
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。
日
本

で
も「
閉
じ
パ
ッ
ト
」

と
い
う
先
生
の
号
令

で
生
徒
が
一
斉
に
一
定
時
間
遠
く

を
見
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光

が
軸
性
近
視
の
予
防
に
は
と
て
も

効
果
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
児

童
生
徒
の
視
力
低
下
へ
の
対
策
は

学
校
側
と
の
話
し
合
い
で
何
か
考

え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
　
教
育
長
に
就
任
し
た
と

き
か
ら
各
ご
家
庭
に
「
目
と
歯
だ

け
は
ち
ゃ
ん
と
し
よ
う
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
や
は
り
ご
家

庭
で
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

事
項
で
す
。

佐
さ と う

藤　 寧
やすし

議員
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３
月
に
約
束
し
た
町
民
懇
談
会
を
実
施
し
な
か
っ
た
理
由
は

内
部
協
議
で
町
内
の
代
表
の
自
治
会
長
の
懇
談
会
に
し
た
（
町
長
）

ふ
る
さ
と
納
税
（
応
援
基
金
）

に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
組
み
、

過
去
を
振
り
返
り
反
省
点
等
は
。

副
町
長
　
本
格
的
に
始
め
た
の
が

平
成
27
年
で
あ
り
、
雄
武
町
は
出

遅
れ
た
。
事
業
者
と
の
連
携
等
を

含
め
反
省
は
あ
る
。

　
「
具
体
的
な
事
業
を
掲
げ
て

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う

こ
と
を
で
き
な
い
理
由
は
。

財
務
企
画
課
長
　
現
在
、
寄
附
の

使
い
道
は
総
合
計
画
の
５
つ
の
目

標
と
し
て
い
る
。
目
玉
と
な
る
具

体
的
な
事
業
は
後
期
の
実
施
計
画

に
登
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
、
個

別
の
事
業
を
掲
げ
て
寄
附
を
募
る

よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

町
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て

　
町
長
に
な
っ
て
間
も
な
く
４

年
経
つ
が
、
ご
自
身
で
選
挙
公
約

の
達
成
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
な
か

な
か
進
め
な
い
部
分
も
あ
っ
た

が
、
私
の
中
で
は
あ
る
程
度
進
め

た
と
思
っ
て
い
る
。

　
高
速
医
療
バ
ス
は
答
弁
が
二

転
三
転
五
転
ぐ
ら
い
し
て
い
る
。

本
当
に
や
る
気
が
あ
る
の
か
。

町
長
　
内
部
協
議
を
し
て
福
祉
バ

ス
を
使
っ
た
試
験
運
行
を
検
討
し

た
が
、
内
部
的
な
事
情
が
あ
り
延

び
て
い
る
。
決
し
て
先
送
り
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
か
な
り
前
、
町
民
の
方
々
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
判
断
す
る
と

答
弁
し
て
い
た
。
現
在
の
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
。

福
祉
給
付
課
長
　
所
管
課
長
と
し

て
業
務
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
町

民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
一
定
の
方

向
を
整
理
し
た
が
優
先
す
べ
き
業

務
が
発
生
し
、
バ
ス
の
件
は
遅
れ

て
い
る
。
早
期
に
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
る
準
備
を
し
た
い
。

　
無
理
難
題
な
高
速
医
療
バ
ス

で
職
員
は
苦
労
し
て
い
る
。
職
員

の
せ
い
に
し
な
い
で
、
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
町
民
の
方
々
に
し
っ

か
り
と
謝
罪
す
る
考
え
は
。

町
長
　
そ
う
い
う
お
叱
り
を
受
け

る
が
、
試
験
運
行
を
し
な
い
と
分

か
ら
な
い
の
で
、
今
の
段
階
で
取

り
や
め
る
こ
と
は
な
い
。

雄
武
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て

　
後
期
基
本
計
画
は
具
体
性
に

欠
け
て
お
り
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
見

え
な
い
。
十
年
先
、
二
十
年
先
を

見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
か
。

い
る
。
自
治
会
長
に
対
す
る
案

内
で
は
病
院
の
こ
と
を
何
も
書

い
て
い
な
い
。
自
治
会
の
意
見

で
町
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
た

こ
と
に
な
る
の
か
。
一
緒
く
た

に
し
て
は
ダ
メ
な
問
題
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
ご
ま
か
し
で
は
な
い

の
か
。

町
長
　
総
合
計
画
の
説
明
と
い

う
こ
と
で
開
催
し
た
。
病
院
の

関
係
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。

自
治
会
長
か
ら
も
話
が
出
て
こ

な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、

最
終
的
に
私
の
方
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
話
を
し
た
。
今
後
、
地
区

別
懇
談
会
の
開
催
は
分
か
ら
な

い
が
、
色
々
意
見
を

聞
い
て
い
き
た
い
。

↖　議会動画配信（一般質問）は QR コードからアクセスできます

町
長
　
今
の
段
階
で
判
断
で
き
な

い
部
分
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

掲
げ
て
総
合
計
画
に
載
せ
る
の

は
、
現
実
的
に
無
理
で
あ
る
。
ビ

ジ
ョ
ン
と
は
何
か
と
言
わ
れ
れ
ば

基
本
的
な
も
の
し
か
な
い
と
私
は

思
う
。

病
院
に
関
す
る
懇
談
会
の
実

施
状
況
に
つ
い
て

　
３
月
の
定
例
会
で
病
院
に
関

す
る
懇
談
会
を
実
施
す
る
と
答
弁

し
た
が
、
広
く
町
民
の
方
々
を
集

め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

町
長
　
３
月
議
会
で
町
民
と
の
懇

談
会
開
催
を
話
し
た
の
は
間
違
い

な
い
が
、
内
部
協
議
を
し
て
町
内

の
代
表
と
い
う
こ
と
で
自
治
会
で

の
懇
談
と
い
う
形
に
し
た
。

　
病
院
問
題
に
関
し
て
町
民

の
方
々
は
発
言
の
場
を
求
め
て

↓
次
は
　
　
一
　
般
　
質
　
問
　 栁

やなぎはら

原  浩
ひ ろ ゆ き

之 議員
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大
雨
被
害
が
増
加
し
て
い
る
が
、
避
難
勧
告
の
発
令
基
準
は

目
で
見
た
状
況
と
今
後
の
予
想
を
元
に
早
め
の
判
断
に
努
め
る
（
住
民
生
活
課
長
）

大
雨
な
ど
に
よ
る
河
川
氾
濫

対
策
に
つ
い
て

　
　
昨
今
は
線
状
降
水
帯
や
大
雨

の
被
害
が
全
国
的
に
増
え
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。雄
武
町
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
大
雨
な
ど
の
災
害
に

よ
る
河
川
の
氾
濫
や
被
害
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
災
害
後
改
善
さ
れ
た
点
は
あ

り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長
　
大
雨
な
ど
に
よ

る
浸
水
被
害
で
す
が
、
大
き
な
と

こ
ろ
で
近
年
で
は
平
成
10
年
・
平

成
13
年
に
２
度
、
大
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
が
起
き
て
い
る
状
況
で

す
。
こ
の
後
、
町
内
の
オ
コ
ツ
ナ

イ
川
と
ポ
ン
オ
コ
ツ
ナ
イ
川
は
、

こ
れ
ら
の
被
害
を
受
け
河
川
改
修

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、

こ
の
時
の
経
験
を
も
と
に
今
後
、

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
時
に

は
、
過
去
の
経
験
か
ら
氾
濫
が
予

想
さ
れ
る
場
所
と
い
う
の
が
あ
る

程
度
見
え
て
き
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
早
め
の
土
の
う
設
置
や
パ

ト
ロ
ー
ル
を
頻
回
に
行
う
な
ど
予

防
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
雄
武
町
に
お
い
て
水
位
計
が

設
置
さ
れ
て
い
る
河
川
の
状
況
を

教
え
て
だ
さ
い
。
そ
し
て
現
在
、

水
位
計
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
中

小
河
川
と
い
う
も
の
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
避
難
勧
告
な
ど
の
発

令
基
準
は
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長
　
水
位
計
は
４
か
所
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
つ
な
が
る
環
境

が
あ
れ
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
水
位

が
確
認
で
き
る
よ
う
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
　
水
位
計
の
設
置

さ
れ
て
い
な
い
中
小
河
川
の
う

ち
、
氾
濫
に
よ
り
家
屋
浸
水
等
の

被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
河

川
の
周
辺
住
民
に
対
す
る
避
難
準

備
、
避
難
指
示
の
判
断
に
つ
い
て

は
、
先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
ま
し
た

過
去
の
経
験
と
い
う
の
も
非
常
に

大
事
に
な
り
ま
す
。
過
去
の
経
験

か
ら
の
予
想
と
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

る
現
場
の
状
況
の
他
、
気
象
庁
の

キ
キ
ク
ル
の
確
認
（
※
）、
潮
位
予

測
、
水
位
計
の
設
置
さ
れ
て
い
る

他
の
河
川
の
状
況
、
気
象
台
な
ど

専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
内

閣
府
が
策
定
し
た
避
難
情
報
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
過
去

の
経
験
な
ど
か
ら
町
独
自
で
ポ
ー

ル
等
を
設
置
し
て
、
判
断
の
目
安

に
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

河
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
方

に
つ
い
て
は
過
去
の
経
験
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
経
験
も

踏
ま
え
、
氾
濫
が
予
想
さ
れ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
建
設
課
、
消
防
、

消
防
団
員
な
ど
が
河
川
の
状
況
を

頻
回
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
し

て
状
況
を
確
認
の
上
、
判
断
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
目

報
と
い
う
の
も
色
づ
け
で
分
か
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
も

広
報
等
で
そ
う
い
う
特
集
を
組
ん

で
周
知
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

今
後
ま
た
そ
う
い
う
機
会
を
と
ら

え
て
、
周
知
等
も
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
見
た
情
報
と
今
後
の
予
想
と
い

う
の
も
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
早
め

の
避
難
の
判
断
と
い
う
の
を
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
過
去
の
経
験
で
は
想
定
で
き

な
い
よ
う
な
大
雨
が
降
っ
た
り
す

る
こ
と
も
今
起
こ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
す
の
で
、
今
の
答
弁

の
住
民
の
方
に
過
去
の
経
験
も
踏

ま
え
て
早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
。
例

え
ば
気
象
庁
の
キ
キ
ク
ル
を
皆
さ

ん
に
携
帯
の
ス
マ
ホ
で
見
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
な
る
べ
く
雨
が

降
っ
た
ら
見
て
く
だ
さ
い
よ
と
い

う
よ
う
に
進
め
る
な
ど
、
他
の
手

段
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長
　
キ
キ
ク
ル
の
情

(※ ) キキクル
　気象庁が行っている「危険
度分布通知サービス」。大雨に
よる土砂災害、浸水害、洪水
の危険度が地図上で確認でき
ます。

　詳しい防災情報は
11ページで！！ 遠

え ん ど う

藤 友
ゆ う こ

宇子 議員
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６ 月
定 例 会

審 議 結 果

一般会計補正予算（第３号）　【主な内容】
・持続的畑作生産体系確立緊急支援事業補助金 105 万 1 千円
・ホテル日の出岬導湯管布設工事 3700 万円
・宮の森公園施設撤去工事 85 万円
・住民税非課税世帯等臨時給付金 1800 万円
・地域交流センター受変電設備更新工事 1192 万 4 千円

Ｑ佐藤　蕎麦の複数年取引とはなにか。
Ａ産業振興課長補佐　蕎麦の安定的な生産を目
的としたもの。複数年にわたり蕎麦を取り扱う
ということで計画している。

Ｑ嶋村　100％道費の補助で町の負担がない事
業のようだが、具体的な内容は。
Ａ産業振興課長補佐　当初予算では種芋の生産
に対する支援として補助金計上していたもの。
令和５年度から蕎麦（ダッタン蕎麦含む）の複
数年取引契約が対象になったことから増額補正
するもの。

宮の森公園施設撤去事業

Ｑ佐藤　洗い場や円形のたき火ができる屋根付
き施設の全撤去なのか。そこに新たに何かを設
置する計画はあるのか。
Ａ建設課長　野外卓の上屋については９基の撤
去、水飲み場の上屋は全部撤去となる。10 基
あるシェルターについては１基を交付金事業で
更新しており、施設の利用頻度から 10 基のう
ち３～４基に縮小して更新を行う予定。交付金
事業の状況を見ながら設置していきたい。炊事
場についても同様の考え。

ホテル日の出岬導湯管布設工事

持続的畑作生産体系確立緊急支援補助金

Ｑ遠藤　いつぐらいから工事に入るのか。また
入浴者に影響はあるのか。

Ａ税財管理課長　今回の補正予算が可決された
段階で工事の契約を進める。工事完成は雪が降
る前、11 月くらいまでと考えている。実際に
現地での工事開始は夏以降になると思われる。
敷設するホースが特殊なもので、取り扱いも専
門的な業者となる。工事の際には最終的に全部
がつながった段階で、源泉側から貯湯槽側へつ
なぎ替えてお湯を送ることになる。仮に丸一日、
作業で源泉からの汲み上げが止まったにして
も、貯湯槽が事前に満杯になっていれば十分湯
量は足りるので、その辺
は安心していただきたい。

↓
次
は
　
審
議
結
果
つ
づ
き
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教職員用パソコン一式 55 台　2500 万 7120 円

Ｑ遠藤　どういった用途で使うものか。
Ａ住民生活課長　最終処分場のゴミを圧縮する
時に使うもの。現行の機種
はトラッシュローダーだが、
もう製造を行っていないこ
とから、今後は油圧ショベ
ルで対応する。

Ｑ遠藤　４月 20 日に導湯管の閉塞が起こった。
５月 24 日に議員との懇談会があり、支配人か
らホテルの運営等について説明を受けた。しか
しその際に導湯管の話はなく、初めて聞いたの
は６月５日の全員協議会だった。なぜ５月 24
日に導湯管の話がされなかったのか。
Ａ 税財管理課長　５月 24 日の懇談会について
は支配人と事前に内容のすり合わせを行ってい
ない。懇談会の際に導湯管の話がなかったのは、
社員が応急処置等を行い影響なく営業ができて
いたからではないかと思う。

Ｑ栁原　ホテル日の出岬のデイサービス入浴利
用、非常に良い取り組みだと思うのでぜひ継続
して欲しい。
Ａ税財管理課長　もともとホテルでは福祉的利
用や町民還元という観点もあり、特養の入所者
の方に入っていただきたいという考えを持って
いた。それがコロナになり、プランは立てたも
のの延び延びになっている状況だった。現在は
コロナの状況も落ち着いていることから、今後
取り組んでいくことになると思う。
提言 栁原　現在の支配人が来てから一生懸命頑
張っていただいて、将来ビジョンも描かれてい
る。そんな中、私は臨時会でも反対したが、ホ
テルの町外者入浴料は 750 円に値上がりしたま
まになっている。町内者のワンコイン（500 円）
を維持するためだけに今回も補正で 300 万円計
上され、町民の格差を広げたという事実がある。
支配人は「一回やってみてダメであれば軌道修
正する」と先日の懇談の際に話していた。値上
げ及び営業時間の変更についてはしっかりと見
ていただきたい。

ホテル日の出岬（雄武町観光開発㈱）

財産の取得（油圧ショベル）

Ｑ 遠藤　昨年 11 月からホテルの電話対応が一
部の時間帯で自動音声化された。人員不足が理
由と聞いている。一部の町民から「ホテルとし
てどうなのか」という話を耳にした。人員の確
保がされたら前のような状態に戻せないか。
Ａ 税財管理課長　電話対応は人員の都合があ
る。支配人は電話の応対システムを入れたこと
によって、頻繁にかかってくる営業電話の相手
をしなくなったことでかなり楽になったと喜ん
でいた。しかし、電話を最後まで聞いて、何番
を押さなきゃならないというのは、もどかしい
思いをすることもあると思う。フロントや事務
の方に余裕ができた際には、お客様対応の充実
度アップという面でどうかと支配人に伝える。

Ｑ 佐藤　一式で 2500 万円と結構大きい金額。
これは町内全小中学校のパソコン更新なのか。
本体のほかに NAS 周辺機器とあるが、外部の
ネットワークにも出ていけるような設定なの
か。
Ａ教育振興課長　パソコン機器は全小中学校へ
の配置。前回は平成 29 年度に 62 台を更新し
ているが、数の精査に
より 55 台とした。NAS
は現在も校内イントラ
ネットのみの扱いであ
り、同様の更新とした。

財産の取得（教職員用パソコン）

決算・予算に関する書類について
（報告第３～４号）　

油圧ショベル１台　1587 万 3 千円



おうむ議会だより　第 185 号
　　　　　　　  2023. 8 発行11

その他の採決結果　

６
月
定
例

令和 4 年度雄武町一般会計繰越明許費繰越計算書
令和 4 年度雄武町介護サービス事業特別会計繰越明許費繰越計算書

事情により使いきれなかった経費を翌年度に繰り越して使うもの。議会の議決を経て予算を定めて、
1 回だけ繰り越すことができる。

報　告

令和 4 年度雄武町公共下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書

避けがたい事故があった場合などで年度内に支出が終わらなかった経費を、予算に定めないで繰り越す
もの。

報　告

雄武町保健事業等指導嘱託員設置条例の一部改正

町民の健康増進等を図るために実施する各種保健事業を円滑に推進するにあたり、嘱託員の区分の修正
や報酬を改定するもの。

可　決
（異議なし）

令和 5 年度雄武町簡易水道事業特別会計補正予算（第 1 号）

修繕料の増。（＋ 470 万円）

可　決
（異議なし）

工事請負契約締結（西紋別地区環境衛生センター解体工事）

建物本体解体・土木外構解体・土木外構造成工事。（日東・藤共特定建設工事共同企業体・２億 570 万円）

可　決
（異議なし）

財産の取得について（除雪ドーザ）

除雪ドーザ１台の購入。（北海道川崎建機㈱北見支店・3223 万円）

可　決
（異議なし）

雄武町固定資産評価審査委員会委員の選任

任期満了となる委員を引き続き選任する。（倉本守也・任期：令和 5 年６月 27 日～令和８年６月 26 日）

同　意
（異議なし）

雄武町農業委員会委員の任命（その１～その 10）

任期満了となる委員を任命する。（渡辺和基ほか９名・任期：令和５年７月 20 日～令和８年７月 19 日）

同　意
（異議なし）

議員派遣について

議員の資質向上と議会の活性化に資するため、全議員を北海道町村議会議長会主催の議員研修会に派遣
するもの。

可　決
（異議なし）

※ 賛否が分かれた議論はありませんでした。

防 災 情 報　（８ページから）

キキクル
　気象庁が行っている「危険度分布通知サービス」。
大雨による土砂災害、浸水害、洪水の危険度が地
図上で確認できます。また、自分
が登録した地域がキキクルで危険
度が高まった場合や警報等が発表
された場合に、自動で通知するサー
ビスも提供しています。

川の防災情報（リアルタイムで水位を確認）
　大雨時の川のはん濫の危険性を知らせる「川の
防災情報」は、身近な「雨の状況」、「川の水位と
危険性」、「川の予警報」などをリ
アルタイムでお知らせするウェブサ
イトです。無人測所から送られて
くるデータを観測後ただちにお知
らせします。

↓
次
は
　
議
会
日
誌
・
あ
と
が
き



 

編
集
あ
と
が
き

　　
私
が
雄
武
町
に
移
住
し
て
4
度
目
の
夏

に
な
り
ま
す
。
移
住
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍

真
っ
只
中
だ
っ
た
の
で
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
は
全
て
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
は
産
業
観
光
ま
つ
り
と
雄
武
神

社
祭
に
初
参
加
で
き
ま
し
た
。
私
が
知
っ

て
い
る
内
地
の
夏
祭
り
と
違
っ
て
随
分
気

温
が
低
か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
寒
い
中
で
も
浴
衣
で
着
飾
っ
て
い
る

中
高
生
を
見
る
と
微
笑
ま
し
く
な
り
ま
し

た
。
短
い
夏
を
思
い
切
り
楽
し
み
た
い
で

す
よ
ね
。

　
こ
れ
が
コ
ロ
ナ
前
の
「
本
来
の
雄
武
」

の
姿
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

 

　
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ
れ
町
民
の
外

出
機
会
も
増
え
、
こ
れ
ま
で
会
っ
た
こ
と

が
な
い
方
の
顔
を
た
く
さ
ん
見
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
町
民
と
直
接
関
わ
る
機
会
を
増

や
し
て
、
ネ
ッ
ト
越
し
で
は
な
く
、
生
の

私
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
田
中
　
久
実

　
　
　
　
　

議 会 日 誌 3 月

7 ～ 16 日 第 1 回定例会開催

10 ～ 11 日
活力あふれる北海道の未来を実現する会総決
起大会（札幌市）出席、議長

15 日 雄武中学校卒業式出席、議長

21 日
北見信金・稚内信金・雄武町商工会３団体合
同人事異動に伴う送別会出席、福原産業厚生
常任委員長

22 日 雄武小学校卒業式出席、議長ほか 1 名

24 日 沢木小学校卒業式出席、佐藤総務文教常任副
委員長

28 日 令和 4 年度社会福祉協議会第 2 回評議員会出
席、議長

 4 月

   9 日 沢木小学校入学式出席、議長ほか１名

〃 雄武小学校入学式出席、佐藤総務文教常任副
委員長

〃 雄武中学校入学式出席、議長

10 日 雄武高等学校入学式出席、議長ほか 6 名

14 日 雄武駐在所開所式出席、溝田総務文教常任委
員長

26 日 雄武町交通安全推進委員会総会出席、議長

 5 月

   9 日 第 2 回臨時会開催

12 日 第 4 回広報特別委員会開催

17 日 雄武町商工会通常総会出席、副議長

22 日 第 5 回広報特別委員会開催

22 ～ 23 日 オホーツク町村議会議長会役員会及び定期総
会（清里町）出席、議長

23 日 西紋別地区総合開発期成会要望活動（網走市）
出席、議長

〃 令和 5 年度防衛講演会（遠軽町）出席、議長

25 日 令和 5 年度遠紋地区市町村議会議長会総会
（ホテル日の出岬）出席、議長ほか 1 名

26 日 第 5 回広報特別委員会開催

26 日 令和 5 年度オホーツク圏活性化期成会定期総
会（網走市）出席、議長

〃 石北本線・釧網本線合同部会（網走市）出席、
議長

27 日 雄武中学校運動会出席、議長

29 日 令和 5 年度雄武町暴力追放運動推進協議会総
会出席、議長

30 日 令和 5 年度社会福祉協議会定時評議員会出
席、副議長

 6 月

2 日 議会運営委員会開催

3 日 共栄小学校運動会出席、議長

4 日 沢木小学校運動会出席、議長ほか 1 名

5 日 全員協議会開催


